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建
部
民
部
少
輔
の
血
筋 

 

第
53
号
で
「
甲
府
城
御
金
蔵
破
り
」
に
関
連
し
て
、

「
関
孝
和
の
高
弟
の
建
部
賢
弘
に
連
な
る
、
建
部
一

族
で
あ
っ
た
建
部
民
部
少
輔
は
辛
う
じ
て
処
分
を
免

れ
た
」
と
述
べ
た
。
が
、
民
部
少
輔
と
賢
弘
と
の
具

体
的
な
血
筋
関
係
は
調
べ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
改

め
て
調
べ
て
み
た
。
調
べ
た
の
は
『
寛
政
重
修
諸
家

譜
』（『
寛
政
譜
』）
だ
。 

元
来
建
部
家
は
徳
川
幕
府
の
右
筆
の
家
柄
（
そ
れ

よ
り
古
い
伝
系
を
述
べ
る
の
は
憚
れ
る
の
で
省
略
）。

賢
文(

か
た
ぶ
ん)

は
「
若
年
よ
り
筆
法
に
巧
に
し
て
青
蓮

院
尊
鎮
法
親
王
の
門
に
入
て
こ
れ
を
学
び
、
終
に
能

書
の
名
あ
り
」
と
あ
る
。
そ
の
三
男
昌
興
も
書
道
に

秀
で
、
家
康
に
召
さ
れ
て
右
筆
と
な
る
。
昌
興
の
長

子
直
昌
も
右
筆
。昌
興
の
四
男
が
賢
弘
の
父
賢
能(

直

恒)

で
、
や
は
り
右
筆
。 

一
方
、
建
部
民
部
少
輔
は
廣
充(

ひ
ろ
み
つ)

の
こ
と
で
、

昌
興
の
三
男
賢
豊
の
孫
に
当
た
る
。
廣
充
は
昌
興
の

五
男
昌
英
の
孫
に
養
子
と
し
て
入
っ
て
い
る
。 

こ
の
廣
充
、『
寛
政
譜
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。 

「
廣
允 

源
七
郎 

喜
内 

六
右
衛
門 

民
部
少
輔 

従
五
位
下 

建
部
平
九
郎
秀
定
が
養
子
、
実
は
建
部

甚
右
衛
門
廣
政
が
三
男
。
母
は
加
藤
肥
後
守
家
臣
松

田
半
兵
衛
某
が
女
。 

元
禄
六
年
六
月
朔
日
め
さ
れ
て
御
次
番

に
列
す
。
三時

歳に

 十
四
日
廩
米
三
百
俵

を
た
ま
は
り
、
七
月
二
十
五
日
御
小
性

に
転
じ
、
九
年
七
月
十
二
日
お
ほ
せ
に

よ
り
て
別
家
と
な
る
。
十
三
年
十
二
月

十
八
日
従
五
位
下
民
部
少
輔
に
叙
任
し
、

十
五
年
正
月
十
一
日
三
百
石
を
加
へ
ら

れ
、
廩
米
を
采
地
に
あ
ら
た
め
、
武
蔵

国
多
摩
郡
の
う
ち
に
を
い
て
六
百
石
を

た
ま
ふ
。
宝
永
二
年
十
二
月
十
五
日
同

郡
の
う
ち
に
を
い
て
三
百
石
を
増
賜
は

る
。
四
年
正
月
九
日
相
模
国
愛
甲
郡
の

う
ち
に
を
い
て
新
恩
五
百
石
を
た
ま
ひ
、

す
べ
て
千
四
百
石
を
知
行
す
。
六
年
常

憲
院
殿(

綱
吉)

 

薨
御
に
よ
り
、二
月
二

十
一
日
務
を
ゆ
る
さ
れ
て
寄
合
と
な
る
。

こ
れ
よ
り
さ
き
近
侍
に
あ
る
の
と
き
、
御
み
づ
か
ら

か
ゝ
せ
た
ま
ふ
と
こ
ろ
の
克
己
正
心
の
大
字
二
枚
を

た
ま
ふ
。
享
保
十
年
十
一
月
十
一
日
小
普
請
支
配
と

な
り
、十
九
年
十
月
八
日
甲
府
勤
番
の
支
配
に
転
じ
、

二
十
年
五
月
二
十
六
日
、
さ
き
に
甲
府
城
多
門
の
金

紛
失
せ
し
に
よ
り
、
松
波
筑
後
守
正
春
、
松
前
主
馬

広
隆
を
し
て
検
使
に
つ
か
は
さ
る
ゝ
の
と
こ
ろ
城
門

の
柵
損
じ
、
外
郭
よ
り
の
通
路
自
在
に
し
て
、
ま
た

郭
内
の
塀
も
破
れ
、
往
来
せ
し
跡
あ
る
の
よ
し
、
広

允
こ
の
職
と
な
る
の
ゝ
ち
数
月
の
あ
ひ
だ
な
れ
ば
、

わ
き
ま
へ
存
ず
べ
か
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
今
か
ゝ
る

 

第
55
号 

 

平
成
三
〇
年(

二
〇
一
八)  

九
月
二
六
日 

発
行
部
数 

十
五
部 

 
 
 
 
 

（
不
定
期
刊
行
） 

 

発
行
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東
京
都
羽
村
市
緑
ヶ
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山
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正
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田
舎
の
和
算
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さ
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・・・
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で
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事
あ
り
し
う
へ
は
、す
み
や
か
に
こ
れ
を
あ
ら
た
め
、

言
上
に
を
よ
ぶ
べ
き
を
、
等
閑
に
せ
し
こ
と
越
度
な

り
と
て
御
前
を
と
ゞ
め
ら
れ
、七
月
五
日
ゆ
る
さ
る
。

元
文
三
年
十
二
月
十
九
日
右
衛
門
督
宗
武
卿
の
守
役

に
う
つ
り
、
宝
暦
元
年
三
月
二
十
五
日
御
留
守
居
に

す
す
む
。
三
年
三
月
六
日
死
す
。
年
七
十
三
。
法
名

泰
翁
。
小
日
向
の
龍
興
寺
に
葬
る
。
の
ち
代
々
葬
地

と
す
。」 

 

後
半
は
ま
さ
に「
甲
府
城
御
金
蔵
破
り
」の
こ
と
。

こ
れ
で
、
建
部
賢
弘
と
建
部
民
部
少
輔
と
の
血
筋
上

の
関
係
は
明
確
に
な
っ
た
。 

 

民
部
少
輔
の
処
分
は
軽
か
っ
た
が
、
関
新
七(

郎)

の
処
分
は
重
か
っ
た
。賢
弘
の
実
力
を
以
て
し
て
も
、

新
七(

郎)

の
処
分
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
。 

な
お
、
賢
弘(

一
六
六
四
～
一
七
三
九)

の
概
要
は

次
の
よ
う
な
も
の
。 

「
幕
府
の
右
筆
職
建
部
直
恒
の
三
男
。通
称
彦
次
郎
、

号
は
不
休
。
関
孝
和
に
数
学
、
天
文
暦
学
を
学
び
、

徳
川
吉
宗
に
仕
え
、
そ
の
命
に
よ
り
日
本
地
図
を
作

成
し
た
。
円
弧
の
長
さ
を
計
算
す
る
無
限
級
数
を
見

出
し
た
。
こ
れ
が
西
洋
数
学
の
積
分
学
に
相
当
す
る

「
円
理
」
の
始
め
で
あ
っ
た
。
著
書
に
『
円
理
綴
術
』

『
大
成
算
経
』
な
ど
が
あ
る
。
長
兄
賢
之 (

一
六
五

四
～
一
七
二
三)

、
次
兄
賢
明(

一
六
六
〇
～
一
七
一

六)

と
も
、
孝
和
の
門
に
あ
っ
て
数
学
を
修
め
た
。」 

最
後
に
『
寛
政
譜
』
に
あ
る
賢
弘
の
記
述
を
掲
げ

て
み
た
い
。 

「
賢
弘 

初
賢
秀 

賢
行 

源
之
進 

彦
次
郎 

建 

部
與
兵
衛
直
恒
が
三
男
。
母
は
（
略
）。 

初
め
北
條
源
右
衛
門
某
が
養
子
と
な
り
、
ゆ
へ
あ
り

て
家
に
か
へ
る
の
ゝ
ち
櫻
田
の
館
に
め
さ
れ
、
文
昭

院
殿(

家
宣)

に
つ
か
へ
た
て
ま
つ
り
、
納
戸
番
を
つ
と

め
、
寶
永
元
年
西
城
に
う
つ
ら
せ
た
ま
ふ
の
と
き
し

た
が
ひ
た
て
ま
つ
り
、御
家
人
に
列
し
、廩
米
百
俵
、

月
俸
三
口
を
賜
ひ
、西
城
御
廣
敷
の
添
番
を
つ
と
む
。

四
年
五
月
十
八
日
班
を
す
ゝ
め
ら
れ
て
西
城
御
納
戸

の
番
士
と
な
り
、
六
年
七
月
二
十
三
日
西
城
の
御
小

納
戸
に
す
ゝ
み
、
十
二
月
十
五
日
二
百
俵
を
加
へ
ら

れ
、
す
べ
て
三
百
俵
と
な
り
、
月
俸
は
収
め
ら
る
。

正
徳
四
年
十
月
二
十
六
日
布
衣
を
着
す
る
こ
と
を
ゆ

る
さ
る
。享
保
元
年
有
章
院
殿(

家
継)

薨
御
に
よ
り
、

五
月
十
六
日
務
を
ゆ
る
さ
れ
、
寄
合
に
列
す
。
五
年

三
月
十
三
日
仰
を
う
け
て
武
蔵
國
妙
見
山
牟
禮
瀧
山

等
の
地
を
検
す
。
六
年
二
月
十
一
日
二
丸
の
御
留
守

居
と
な
り
、
十
年
九
月
十
六
日
、
國
絵
圖
の
こ
と
を

う
け
た
ま
は
り
し
に
よ
り
時
服
三
領
、
黄
金
五
枚
を

た
ま
ふ
。
十
五
年
五
月
十
五
日
御
留
守
居
番
に
う
つ

り
、
十
七
年
三
月
朔
日
御
廣
敷
の
用
心
に
転
じ
、
十

八
年
二
月
十
一
日
務
を
辞
す
。十
二
月
四
日
致
仕
し
、

養
老
の
料
廩
米
三
百
俵
を
た
ま
ふ
。
元
文
四
年
七
月

二
十
日
死
す
。
年
七
十
六
。
法
名
道
全
。
小
日
向
の

龍
興
寺
に
葬
る
。
の
ち
葬
地
と
す
。
妻
は
本
多
新
五

兵
衛
政
興
が
女
、
後
妻
は
三
枝
八
郎
左
衛
門
守
雄
が

女
。」 

 

第
54
号
に
は
享
保
十
年
の
國
絵
圖
を
載
せ
た
。 

 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

葛
飾
北
斎
の
「
地
方
測
量
之
図
」 

  

八
月
二
十
五
日
の
全
国
和
算
研
究
大
会(

佐
野)

で
、

あ
る
人
が
盛
岡
藩
士
の
梅
村
重
得(

一
八
〇
四
～
八

四)

の
依
頼
に
よ
る
、
葛
飾
北
斎(

一
七
六
〇
～
一
八

四
九
）の
最
後
と
な
る
版
画
作
品「
地
方
測
量
之
図
」

を
紹
介
し
て
い
た
。
そ
の
時
配
布
さ
れ
た
図
は
不
鮮

明
極
ま
り
な
い
も
の
だ
っ
た
の
で
、
ネ
ッ
ト
で
改
め

て
探
し
て
み
た
ら
、
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
中
に
あ
っ
た
。
次
の
よ
う
の
も
の
で
、
図

中
に
小

方
儀
、

野
帳
、

大
方
儀
、

假
標
、

水
杭
、

間
竿
、

水
縄
な

ど
の
説

明
言
葉

が
散
り

ば
め
ら

れ
て
い

る
。 

   

最
初
の
部
分
の
文
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。 
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～
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～
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～
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～
～
～
～
～
～
～
～ 

伊
能
忠
敬
及
び
高
橋
親
子
の
墓 

 

九
月
七
日
（
こ
の
日
は
私
の
誕
生
日
）、
伊
能
忠
敬

(

一
七
四
五
～
一
八
一
八)

の
墓
の
見
学
を
す
べ
く
台

東
区
上
野
の
源
空
寺
を
訪
ね
た
。
つ
い
で
に
近
く
の

聖
徳
寺
の
玉
川
兄
弟
（
玉
川
上
水
開
削
の
貢
献
者
）

の
墓
も
尋
ね
た
。 

 

上
野
駅
か
ら
徒
歩
で
地
図
を
見
な
が
ら
訪
ね
た
。

偶
然
だ
っ
た
が
、
本
堂
か
ら
道
を
挟
ん
だ
所
に
「
史

跡
墓
地
」
の
標
札
を
見
つ
け
た
た
め
、
す
ぐ
に
忠
敬

の
墓
に
行
き
着
い
た
。 

忠
敬
の
墓
の
左
に
師
の
高
橋
至
時
（
よ
し
と
き
）(

一
七 

六
四
～
一
八
〇
四)

、そ
の
左
に
侠
客
幡
随
院
長
兵
衛 

(

一
六
二
二
～
五
七)

、
さ
ら
に
そ
の
左
に
高
橋
景
保

(

一
七
八
五
～
一
八
二
九)

の
墓
が
並
ん
で
い
た
。 

 

重
厚
感
の
あ
る
忠
敬
の
墓
の
正
面
は
隷
書
で
「
東

河(

と
う
が)

伊
能
先
生
之
墓
」
と
あ
る
。
東
河
は
号
。

至
時
は
文
化
元
年
に
四
十
一
歳
で
早
逝
し
た
が
、
忠

敬
に
と
っ
て
は
師
へ
の
生
涯
の
尊
敬
の
念
が
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
。
文
政
元
年
に
七
十
四
歳
で
没
し
た
と
き

に
師
の
至
時
の
墓
の
隣
に
葬
る
よ
う
に
と
遺
言
し
て

い
た
と
い
う
。 

そ
の
至
時
の
墓
の
正
面
は
「
東
岡(

と
う
こ
う)

高
橋
君

之
墓
」
と
や
は
り
隷
書
で
あ
る
。
東
岡
は
号
。
ま
た

至
時
の
長
男
景
保
の
墓
は
細
長
く
正
面
に
「
玉
岡(

ぎ

ょ
く
こ
う) 

高
橋
景
保
墓
」
と
あ
る
が
、
こ
の
墓
標
は

新
し
い
よ
う
だ
。
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
と
の
関
連
が
あ

る
の
だ
ろ
う
か
。 

ネ
ッ
ト
に
よ
る
と
、「
罪
人
と
し
て
獄
死
し
て
い

る
た
め
墓
は
建
て
ら
れ
ず
、
昭
和
九
年
に
な
っ
て
有

志
一
同
が
頌
徳
碑
を
建
て
、
徳
富
蘇
峰
が
撰
文
を
、

背
面
に
は
シ
ー
ボ
ル
ト
『
日
本
』
の
一
文
が
原
文
（
ド

イ
ツ
語
）
で
刻
さ
れ
て
い
る
。
碑
が
ひ
び
割
れ
て
い

る
の
は
，
太
平
洋
戦
争
中
の
東
京
大
空
襲
（
一
九
四

五
年
三
月
十
日
）
の
戦
災
に
よ
る
も
の
」
と
い
う
。 

実
際
に
頌
徳
碑
を
見
る
と
、
正
面
上
段
に
「
為
天

下
先
」（
徳
富
蘇
峰
の
筆
か
）
と
あ
る
。
そ
の
下
の
文

章
は
読
め
な
か
っ
た
。裏
面
に
は
上
段
に
ド
イ
ツ
文
、

下
段
に
日
本
文
が
あ
る
。
日
本
文
は
ネ
ッ
ト
か
ら
の

情
報
に
よ
る
と
、「
余
が
此
海
路
の
詳
細
な
る
形
圖
と 

多
少
水
路
學
的
観
察
と
を
報
ず
る
を
得
た
る
は 
吾

等
に
同
行
せ
る
日
本
人
の
好
意
と 

下
關
の
余
の
友

人
の
援
助 

殊
に
余
の
忘
れ
得
ざ
る
援
護
者
た
る
幕

府
天
文
方 

高
橋
作
左
衛
門
に
感
謝
せ
ざ
る
を
得
ず 

 

シ
ー
ボ
ル
ト 

小
澤
敏
夫
譯
」
と
あ
る
。
シ
ー
ボ
ル

ト
か
ら
景
保
へ
の
感
謝
文
で
あ
る
。 

景
保
は
文
化
元
年
、
父
の
跡
を
継
い
で
天
文
方
に

な
り
、
忠
敬
の
実
測
を
も
と
に
文
政
四
年
に
、「
大
日

本
沿
海
輿
地
全
図
」
を
完
成
さ
せ
た
。
忠
敬
の
大
事

業
も
景
保
の
力
が
あ
っ
て
世
に
出
た
と
い
う
訳
だ
。

そ
の
景
保
は
文
政
十
一
年
の
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
に
関

与
し
た
廉
て
投
獄
さ
れ
、
翌
年
獄
死
し
た
。
享
年
四

十
五
歳
。
獄
死
後
、
遺
体
は
塩
漬
け
に
さ
れ
て
保
存

さ
れ
、
翌
年
三
月
に
改
め
て
引
き
出
さ
れ
て
罪
状
申

し
渡
し
の
上
斬
首
刑
に
処
せ
ら
れ
た
と
い
う
か
ら
驚

き
で
あ

る
。 な

お
、

源
空
寺

に
は
将

軍
家
光

が
寄
進

し
た
銅

鐘
が
吊

ら
れ
て

い
る
鐘

楼
が
あ

る
。 
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に幡随院長兵衛夫妻の墓 
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二
宮
神
社
の
算
額
の
数
値
解 

  

あ
き
る
野
市
の
二
宮
神
社
の
算
額
に
つ
い
て
は
、

本
誌
15
号
と
17
号
で
述
べ
た
が
、
そ
の
内
、
二
問

目
に
つ
い
て
は
「
六
次
方
程
式
に
な
る
」
と
書
い
た

だ
け
で
、
具
体
的
な
式
や
解
法
ま
で
は
書
け
な
か
っ

た
。
と
い
う
か
解
け
な
か
っ
た
。 

こ
の
こ
と
が
以
前
か
ら
気
に
な
っ
て
い
て
、
や
っ

と
再
度
挑
戦
し
て
六
次
式
ま

で
は
求
め
た
も
の
の
、
す
っ

き
り
と
解
法
ま
で
に
は
や
は

り
行
か
な
か
っ
た
。 

今
は
解
は
わ
か
っ
て
い
る

が
、
わ
か
っ
て
い
な
い
と
し

て
、
解
の
範
囲
を
あ
る
程
度

推
測
し
て
「
組
立
除
法
」
で

解
に
近
づ
く
方
法
で
挑
戦
し

た
が
、
係
数
の
値
が
大
き
す

ぎ
、
解
の
近
く
で
大
き
く
振

れ
る
た
め
に
理
想
的
に
求
め
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ

た（
組
立
除
法
は
国
会
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
江

戸
の
数
学
」
に
あ
る
解
説
を
参
考
に
し
た
）。 

二
宮
神
社
の
算
額
の
二
問
目
の
術
文
の
結
果
の

み
再
掲
し
て
上
記
に
示
す
。 

 

こ
の
式
を
計
算
し
て
左
の
①
②
式
が
得
ら
れ
た
六

次
の
高
次
方
程
式
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
組
立
除
法
」

で
解
け
ば
解
（𝑥

=
112

）
が
得
ら
れ
る
筈
で
あ
る
と

思
っ
て
い
た
が
、

実
際
に
は
難
し

く
、
結
局
③
を

得
る
の
に
留
ま

っ
て
し
ま
っ
た
。 

 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

編
集
後
記 

私
が
住
む
羽
村
に
玉
川
上
水
の
取
水
口
が
あ
る
。

多
摩
川
の
川
幅
の
広
い
開
放
的
な
場
所
だ
。
近
く
に

は
陣
屋
跡
の
門
や
玉
川
兄
弟
の
像
が
あ
る
。 

玉
川
兄
弟
（
庄
右
衛
門
・
清
右
衛
門
）
は
、
承
応

二
年(

一
六
五
三)

か
ら
翌
年
に
か
け
て
玉
川
上
水
の

開
削
の
指
揮
を
と
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。 

こ
の
上
水
は
取
水
口
か
ら
四
谷
大
木
戸
ま
で
の

全
長
43
㎞
（
マ
ラ
ソ
ン
距
離
と
ほ
ぼ
同
じ
）
で
、
そ

の
標
高
差
は
92
ｍ
。
従
っ
て
100
ｍ
当
り
21
㎝
と
い

う
勾
配
で
水
が
流
れ
る
よ
う
に
す
る
訳
だ
か
ら
、
当

時
と
し
て
は
高
い
土
木
技
術
だ
っ
た
。
そ
の
様
子
は

杉
本
苑
子
の
同
名
の
小
説
に
も
描
か
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
成
功
に
よ
り
兄
弟
は
「
玉
川
」
の
姓
を
賜
わ

り
、
上
水
の
管
理
も
玉
川
家
の
世
襲
と
さ
れ
た
が
、

子
孫
は
元
文
四
年(

一
七
三
九)

不
祥
事
に
よ
り
職
を

剥
奪
さ
れ
た
と
い
う
。
子
孫
に
奢
り
が
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
人
間
の
性(

さ
が)

と
で
も
い
う
の
か
。 

伊
能
忠
敬
の
墓
の
見
学
の
際
、
近
く
の
聖
徳
寺
に

に
も
寄
り
、
玉
川
兄
弟
の
墓
に
手
を
合
わ
せ
た
。 

{(𝐵𝑔2 + 𝑥2𝑔 + 𝑥𝑔2) − 2𝑥3}2 = 𝑃  

{4𝑔𝑥 − (𝐵𝑔 + 𝑥2)}2 × 𝑓2 = 𝑄  

𝑔 = 𝐴 − 𝑥,  𝑓2 = 𝑥2 − 𝑔2  
 

上式に 𝑃 = 𝑄として、 

 𝐴 = 201.6, 𝐵 = 188 

を代入すれば 6次の方程式になる。 

P − 𝑄 = 0 から条件を入れて整理すると、以下の①が得られる。 

 

4𝑥6 − (46𝐴 + 4𝐵)𝑥5 + (102𝐴2 + 𝐵 + 26𝐴𝐵)𝑥4  

   −(74𝐴3 + 44𝐴2𝐵 + 6𝐴𝐵2)𝑥3 + (17𝐴4 + 11𝐴2𝐵2 + 28𝐴3𝐵)𝑥2  

      −(6𝐴4𝐵 + 8𝐴3𝐵2)𝑥 + 2𝐴4𝐵2 = 0    ･･････････① 

 

ここで、𝐴 = 201.6, 𝐵 = 188 を代入して整理すると 

𝑥6 − 2506.4𝑥5 + 1291576.48𝑥4 − 246317331.456𝑥3  

   +21753218182.3488𝑥2 − 1044997549011.7632𝑥  

        +29190922100224.8192 = 0  ･････････････② 

が得られる。これが６次式となる。②を(𝑥 − 112)で割ると 

次の③となる。 

(𝑥 − 112)(𝑥5 − 2394.4𝑥4 + 1023403.68𝑥3 − 131696119.296𝑥2  

    +7003252821.1968𝑥 − 260633233037.7216) = 0  ･･････③ 

𝑓(𝑥)=②式とすると、 

𝑓(111.9)=49 億超  

𝑓(112)=0  

𝑓(112.1)=－49 億超  

と解の近くで振れ

る。解不明時に組立

除法で解を得るのは

難しい(?) 

高橋景保墓と頌徳碑 


